
2019年度多様体論レポート問題 1

担当：境圭一

実数を成分とする 3次正方行列全体の集合を M3(R)と書き，

M3(R)→ R3×3,


x11 x12 x13

x21 x22 x23

x31 x32 x33

 7→ (x11, x21, x31, x12, x22, x32, x13, x23, x33)

により M3(R)を R9 と同一視する．

f : M3(R)→ R6 を以下のように定義する：X ∈ M3(R)を X =
(
x1 x2 x3

)
（各 x j ∈ R3 は縦ベクトル）と表したとき

f (X) :=
(|x1|2 − 1, |x2|2 − 1, |x3|2 − 1, x1 · x2, x2 · x3, x3 · x1

)
,

ただし x1 · x2 ∈ Rなどは Euclid内積を表し，|x| :=
√

x · xである．このとき O(3) = f −1(0)である．

(1) A =
(
a1 a2 a3

)
∈ O(3), a j =


a1 j

a2 j

a3 j

 ( j = 1, 2, 3)のとき，Aにおける f の Jacobi行列 Df (A)を求めよ．

(2) O(3)は C∞ 級多様体の構造を持つことを示せ．dim O(3)を求めよ．
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